
防災・安全、健康・医療

福祉・生活、社会インフラ・環境

自然と共生し安全・安心で

穏やかに心やすらぐまちづくりⅠ
やすらぐまち

 目指す将来像 

あふれる笑顔
豊かな自然

住みたいまち とめ
産業、移住定住

生涯学習・スポーツ

生き生きと人々が集い

活力のあるにぎわうまちづくりⅡ
にぎわうまち

こども、市民協働・男女共同参画

文化・交流、行財政運営

ともに寄り添い、

未来へつながるまちづくりⅢ
つながるまち

市民の声を計画に

体系と政策
基本理念

協働による登米市の持続的な発展

将来像「あふれる笑顔 豊かな自然 住み

たいまち とめ」の実現を目指して、３つ

のまちづくりの基本政策により、各分野

における施策を展開します。

1ワークショップ

ではどんなまちに

したいかなどのア

イデアを出し合っ

た2意向調査の回

答率は38.8％で前

回より6.7ポイント

増加3審議会では、

さまざまな視点で

審議された

分
野
を
ま
た
ぐ
最
重
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
人
口
減
少
対
策
」

　第三次登米市総合計画は、令和５年度から準備

を進め、宮城大学の徳永幸
よ し

之
ゆ き

特任教授をはじめ、識

見者や公共的団体の役職員などで構成する登米市

総合計画審議会で審議し、市議会とも議論を重ね

て策定しました。

　市の最上位計画である総合計画の策定に不可欠

なのが市民の皆さんの声です。住民基本台帳から

無作為に抽出した市内在住の18歳以上の５千人

を対象に「まちづくり市民意向調査」を実施しまし

た。そのほか、中高生へのアンケート調査や市民

ワークショップ、パブリックコメントなどを通じ

て、多くの人の意見を聴いて策定しています。

　　

市
が
取
り
組
む
施
策
の
根
幹

は
、全
て
の
市
民
の
安
全
・
安
心
の

確
保
で
す
。生
命
や
財
産
を
守
り
、

穏
や
か
に
、そ
し
て
質
の
高
い
生

活
が
送
れ
る
よ
う
、安
心
感
や
快

適
さ
が
得
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
ま
す
。

　

防
災
対
策
を
充
実
し
、災
害
に

強
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、全
て
の
市
民
が
個
人
と

し
て
尊
重
さ
れ
、健
康
で
自
分
ら

し
く
、生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
ま

ち
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、生
活
を
支
え
る
社
会
イ

ン
フ
ラ
に
つ
い
て
は
、上
下
水
道

の
安
定
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を

は
じ
め
、道
路
網
を
充
実
さ
せ
、利

便
性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

都
市
機
能
と
各
地
域
拠
点
に
関

し
て
は
、中
心
市
街
地
の
活
性
化

と
併
せ
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特

色
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、「
コ
ン
パ
ク
ト

シ
テ
ィ
・
プ
ラ
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」の
考
え
方
の
も
と
、生
活
に
必

要
な
都
市
機
能
の
維
持
と
各
地
域

拠
点
間
を
結
ぶ
公
共
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
に
よ

り
、持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を

自然と共生し安全・安心で
穏やかに心やすらぐまちづくりⅠ

推
進
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、２
０
５
０
年
ま
で
に

二
酸
化
炭
素
排
出
量
を
実
質
ゼ
ロ

に
す
る「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
」の
実
現
に
取
り
組
み
、誰
も
が

快
適
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
、地

球
に
も
や
さ
し
い
ま
ち
を
目
指
し

ま
す
。

●防災対策の充実

●防犯対策の充実

●健康づくりの推進

●地域医療の確保

●地域福祉の推進

●低所得者福祉等の充実

●良好な土地利用の推進

●自然環境の保全

政策の分野  個別政策

１ 防災・安全
１ 防災・減災対策の推進
２ 防犯・交通安全対策の推進

２ 健康・医療
１ 健康づくりの推進
２ 地域医療の確保と救急体制の充実

３ 福祉・生活
１ 福祉の充実と権利擁護の推進
２ 生活支援の充実

４ 社会インフラ・環境
１ 社会基盤の充実
２ 環境保全とゼロカーボンシティ・循環型社会形成の推進

指標名
現状値

令和６年度
中間目標値
令和12年度

目標値
令和17年度

女性防災指導員配置率 19.3％ 50.0％ 70.0％

健康寿命
男性78.90年
女性83.53年

（令和４年）

81.54年
85.11年

82.84年
86.03年

認知症サポーター養成講座受講者数（累計） 7,880人 11,300人 14,700人

人口１人当たりの公共交通年間利用回数 3.93回/人 4.39回 / 人 4.68回/ 人

■代表的な指標（抜粋）■主な施策（抜粋）

快
適
で
持
続
可
能
な
ま
ち
に

 キャッチフレーズ

夢・大地 みんなが

愛する水の里

Policy

未来への羅針盤
特集 第三次登米市総合計画
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